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ラマレラ村はインドネシア東部のレンパタ島南海岸に位置している捕鯨民の村である。「プレ

ダンJpeledangと称する木造帆船を用いて、手投げ鈷でマッコウクジラやイトマキエイなどを
捕獲し、山の民と農作物を物々交換する経済システムを維持している。クジラ肉を媒介とした山

民との共生関係は400年の歴史を持っている。ラマレラ捕鯨と物々交換による山民との共生関係

を、地域社会を含めてのラマレラ捕鯨文化として捉えることができる。

本報告では、ラマレラ村を概観したあと伝統的なクジラ漁と物々交換による経済を紹介する。

そのあと21世紀以降の社会の近代化の影響で、ラマレラ村の社会と漁法がどのように変化して

きたかをみるo

ラマレラ村の概観

インドネシア共和国は1万7500の島に2億4000万人が暮らす島興国家である。行政上33の州が

あり、ラマレラ村のあるレンパタ島は東ヌサトゥンガラ州に属する。レンバタ島は1999年にひ

とつの島だけでレンパタ県として束フローレス県から分離した。レンバタ島は南緯8度の熱帯に

属し、面積は1266kniで沖縄島(l201kni) とほぼ同じ、人口はわずか10万人であるo 島民のお

もな生業は農業で焼畑耕作によりトウモロコシ・陸稲栽培をおこなう。捕鯨はラマレラ村と隣の

ソロール島ラマケラ村だけの独自な文化である。

ラマレラ村は行政区としてはレンパタ県ウラン・ドニ郡ラマレラ上村とラマレラ下村からな

り、約1700人が暮らす。捕鯨をおこなう人々はこの地の先住民ではない。伝承によると最初の

祖先は16世紀ごろにインドネシア東部諸島からこの地に移住してきた、もともとサメ・ウミガ

メ・イトマキエイなどの鈷漁をしていた海民である。その後、西部諸島からのグループと島内山

間部からのグループが段階的にこの地に移住し、現在三つのグループ・ 19氏族が存在する。ま

た、村には焼畑農耕民である先住民が現在も居住している。

宗教は住民のすべてがカトリックの信徒である。イエズス会宣教師が1886年にレンバタ島で

初めての洗礼をラマレラの地でさずけ、それ以来の伝統で教育水準はとても高い。

男女の分業が確立しており、男は海に・女は山にという暮らしを守っている。男性は鈷漁でマ

ッコウクジラ・マンタ・イトマキエイなどを捕獲し、小舟による流し網漁でトビウオなどの魚を

得ている。また、造船大工、建築大工としても長けている(小島・えがみ 2004)。女性は行商

「プネタンJpenetanや定期市でクジラ肉を主食であるトウモロコシなどの穀物と物々交換し、
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槌イ午り、石灰作り、機織りをおこない、イカットとよばれる緋織物は世界的に有名である。

ラマレラ村の伝統捕飯と銘漁

世界でも稀な熱帯主Ii似をおこなうラマレラ村の伝統抑制lは、手投げの南町l銘を打ち込んで主I:W/

める突l収判別l法であり、若者は 〈プレダン布|il防}とH手称する(写真1)。全長10mのプレダンとよ

ばれる木造l腕時liに10-13人ほとJの1，((1，niliが釆り、手iPiぎで10m以上ある巨大なマッコウクジラに挑

み、年間]20lly(ほとを捕狼している。マッコウクジラ以外にも大型5:¥'.を抑狼するが、生死をかけ

て捕獲するマッコウクジラはラマレラ訟で 「コテクラマJkotek1emaとl呼称し、他の獲物とは兵

なってさまさまなタブーがあり 、漁法をはじめ、foIll止の分配も羽川;似官司法にWJり厳密に定められ

ている(小向 ・江上 1999)。

写真 rプレずン捕鯨Jマツコウヲジラにプレダンで挑む

何よりも重要な鈍物は、その大きさゆえに村"1"にl勾の配分がいきわたるマッコウクジラである

が、プレダンの銘漁ではそれ以外にも多くのflTUsiのJili物を捕獲している。

おもな捕獲対象はゴンドウクジラ類 シャチ アカボウクジラ・イルカ'mの鯨類、魚類ではマ
ンタ・イトマキエイのエイ狐とジンベエザメ・シュモクザメなとサメ類やマンボウ、カジキ、マ

グロ、シイラなと、そのほかにアカウミガメ ・タイマイ ・オサガメなとのウミガメ類もtiIl狼して

いる。釘i，((tでは、海上で目視のできるほとんとすべての生物を捕獲対象としているが、ヒゲクジ

ラ知は捕獲対象から|除かれている。現在ではプレダンのほかに、船外機終戦の動力船がマツコウ

クジラを除いてプレダンと|百HillのJili4却を対象に銘漁をおこなっている。

捕鯨と分配

マッコウクジラに:ìï1:ì.目すると、帆をおろして手iìL~ ぎで近づいていく 。 由h先に立つのは 「ラマフ

ァJ1ama faと称する銘打ちで、かれの技立に述命が託されている。

銘を干]たれたクジラは船を曳いて一気に逃げよ うとし、うまく舵をとりきれないプレダンは転

桜する。10聞の銘打ちで41IT1-5恒|の制合で転裂するが、他のプレダンの比1)けをうけて復帰した

あと、またクジラを追いかけて二番銘を約ちこむ。暴れるクジラをプレダンに引き寄せ、ラマフ

アが一人泳いでクジラに近づき、 WI'Iドに来って包丁を入れてととめをさす。数l時間の格闘ののち、

死んだクジラは一番鈷をれったプレダンに縦1びつけられ、 JiIi獲に参加lした船をロープでつなぎ、

1J~にクジラを曳いていく 。

事IiJ生の翌日、干潮を待って解体がIJfJ始される。クジラを狼ったプレダンの船大工親方「アタ ・
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モランJata molanが分配法に沿って解体の目印を入れる。最初に頭部と体部の境目に目印をい

れる。まず脂皮をはいでから赤身、内臓へと作業はすすんでいく。半身を解体し終わるとクジラ

を反転させて同じように解体していく o クジラ肉は捕鯨に参加したプレダンごとに分配し、その

あとそれぞれの船のラマファが捕鯨メンバーに分配する。

捕獲されたクジラの分配法は厳しく定められ、捕獲に関与したすべての者に何らかの分配があ

る。捨てる部位のないクジラは、余すところなく利用され、その巨体は村中にくまなくいきわた

っていく。クジラは自家消費用の食料ではなく、物々交換で経済が成り立っているここでは、重

要な資本であり、貨幣に代わるものである。またクジラについで貴重な獲物であるマンタの分配

法なども定められている。

分配されたクジラ肉は女性や子どもなどの家族が海水で洗い、各家庭に運ばれていく。男性が

切り分けたクジラ肉は女性が竿にかけて干し、一週間位で日干し肉に加工されて物々交換の貴重

な資本になる。自家消費用の赤身は塩をしてから干して保存し、脂身から滴り落ちる油は集めら

れてランプの油に利用する。干した脂身も食用となり交換されるo こうして加工したクジラ肉は、

女性の手により山の民のもとへ逮ばれていく(小島・えがみ 2001)。

物々交線による共生的関係

物々交換の方法には行商と定期市の二つがある。定期市は山の民と海の民が出会う場所で、週

に一度決まった曜日に開催される市である。行商は歩いて山の村に向かい物々交換をする方法で、

「プネタンJpenetanと称する。真夜中の3時頃出発して、クジラ肉などと交換した50キロほどの
重い穀物を頭上運搬して午後に村に戻るのが一般的で、行商は男たちの捕鯨と同じくらい命を賭

けた過酷な仕事である。

定期市場や行商で物々交換される産物のうち重要な農産物は主食のトウモロコシ、そしてバナ

ナであるo農産物は6本が交換の基準単位で、この単位を「モガJmongaと称する。クジラ肉一
切れは2モガの価値が決められ、 トウモロコシやバナナ12本と交換される(小島・えがみ 2002)。

ラマレラ村の人々はクジラや鯨油という特殊な交易産物を持ちながらも、 17世紀から歴史的

に島外との交易をまったく行なっていない (Barnes，R.H.1996)。それは移住民であるラマレラ村

の人々が先住民との共生的関係を構築するための戦術であったと推定される。(江上 2000)

クジラを原始貨幣として機能するように島内のみに流通させ、その価値を維持させることがラ

マレラの民にとって重要だ、ったと考えられる。そのことにより物々交換経済を継続させ、それに

支えられて緊密な共生社会を構築していくということが、主食を生産できない海民が、移住地で

の生き残りをかけた生計戦略であったと筆者は考えている(江上・小島 2000)。捕鯨の近代化

と貨幣経済に移行しつつあるラマレラ村が、主食であるトウモロコシの獲得だけは、現在も山の

民との物々交換経済によっている事実は、そのことを物語っている。

ラマレラ村における社会と捕鯨・漁の変遷

ラマレラ村の1999年から2009年まで約10年間にわたるおもな事項を年表に示した(表1)。ま

ず、社会の変化とインフラの整備を概観する。 1998年にスハルト体制が崩壊して1999年にワヒ

ド新政権に代わり、地方分権化が推進されてレンパタ県が成立したことが変化の大きな要因とな

っている。
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表1 ラマレラ村主要事項略年表

年 マsEsE，ヲコ舗ウ毘'周 ラマレラ討の温に闘する出来司E レシI(~担保とラマレラ"の出来事 インドネシア圏内の出来事

1m 011 11-1211働力a自3.でヨンドウクジラを21111纏11 101115日レン1~~IIJ8.1l 10月 ワヒドー荷量主砲宛足

『動力館館lIJ
-ラマレラよ村幽舟のピテ}¥.・ケラフ氏が県知事代行 -地制方定行政信および申尖・地方JtI!t!SJIIU量のE量1*

ラマレラ主将出身ソ=一・ケラフ氏自(11111:*医lt佳

20(焔 10111 111-311 I!J力量93.でゴシドウクジラを鶴岡繍11
地{ラ方マ自レ治ラ上政村府まにでよ白るEイSン.フaラE鴎EEzg.'} 

5118目 上道村民と健下E約Eze，sEでぐ伝m続11的階段が
2001 35鳳 1885年以来の.a 811 JI.ガワティ衛政信鍵足

4月白力量目10隻に細細『動力鉛allJへ穆行

41128B 承動鋪a力鈍さ鉛』れ場の『入鋪動s力a・aa加・が加将1tのプ鍵レとダしンて
811嘩日 県ピ知テ事ルに・ケアランフド氏レ自アkスれ民る事Uf

zωz 28JJ1 5118日 材俗2慣よし初て、初ヲ出レsダlrン動r~力3ャプワレテダナン』』船編外入磁を B月初日 ト県ラ側ッレクウパオスレI!パ線町開か通らラマレラ土締まで 101112日パリ島鍋稼テロ;事件

2ωs 1811ll 111Mの不aが組審 定期鹿島航路の腐止.隠路での.. 送に移行

往復定期トラックパス2台に

優動位カaにBたとペっア組むプレダンがマ畑ウクジラ繍舗で 自1120日ラウンド三o鎌足

針路4 1411 SR 『E飴3カカ錨錨2信"2EEt=J苦宿普泊及 3月初日レウォレパ町中泉市渇全焼
1・0地112方1行日政ユ虫ド、ヨ中JSEEE喝政徳方宛財足政t担割目制噌正

5月プレダン出2が減少 ラマレラ将司Eでの往復定期トラ.，クパス4台に治t回 12月初日スマトラ島沖大治...

511 r岡助定力式プレ1:ダン』鮒外相E鎗am*絡が

511 3111偏11以後指湿な<lIllUIの不III

2ωs 5踊 5月フレタンの幽luua
1月 a石:'11¥1油絶鑓織斜で不自足陣織に竃よ隠る高が題利用

a月から勉方首長直後遺績が関始
可飽になる

7月12日 動ラ力マ飽レ4ラ2史Eで上ザ初トウクジラE童保 3月レンI(~.干ばつで凶作になる 101121白石油鑓草寺128，8パーセント:*傷也」ヒげ

8月11日 15ヶ月ぶりにクジラ繍11 8113日 ラ国マ営レ電ラ力併会に徒句にめよてる電電気力が供入鎗る

2∞e 4鳳 Ir動力プレダン』は4隻に細自由 8112日 直県後知首$長再選il惨(2で0ア11ン年ドまレでア}ス氏 51127日ジャワ島中節治.死者約8.000人

1ll1Ul1:1lI11t.i:し 8月初日際政府が金・飢餓IRの得鎗を併可

1989年以来の環剣な不倫 1211ラマレラ村で傷事停電簡が利用可能に

2∞7 43周 11128日初の日11日繍創

ア5写f0WJ真台MWリ鹿をカF6後.のヶフラ環月ォマ4間ーEレ固貸ドラa与体"s会防の相.gナt刷aシ保。ョlナe存-ルの-がジプ村オログ民グラにラフムディ関ジッ4鎗ヲ旨ル尖カfIメ3ラ

3118B百スマトラ勉.死者73人以..t.

5月2日ラマレラ史上.犬同mの白いalQ補a 4月初日 4Wa保WaFイ19ン『コドネテシクラアマが』ソ号ロのー進J¥.水m式1¥S峨JI

30年ぶりの:*温 7月ラマレラに水鹿高後間後

r動力船多111式プレダン織鎗』笹及 11月20日向。加噛旬"がラマレラ特にて写真展開催

zωs 341!l1 動力紛28隻に耳目加.勘カフレタン8.に治加 ラマレラ何までの往復定期トラックパス6台に増加 1月27日島インフルエンザ感鎗死者1∞人1:

銅銭lま『パレオ摘銭』へ移行 5月24日石泊鎗純平均28.7%値上げ

2∞， 5JJ1 311 !f!方政府網2192.を"に銀助 51114日 制マナ定ド、図レン臨パ海9E事1¥会a血li1にIまて除『サ外ウされ.る海洋健思』 5月刊日マナド市で国際潟洋会館開催

4月夜間鎌ar動力量9111.網IIJWλ 7月ラマレラ沿停で他泡~IÐによる燭UtJ(活鎗化 7118日直鎗大銃領選司書

8月 プ『動レ力ダン量自は涜『Uパ同レ組オ』鋪;本銭織』化でa働 101129'30日篇IImrF，・Itival8蜘。』を材で開催 10月20日ユドヨJ衛政指先足

2000年になって地方自治政府によるインフラ整備が急ピッチでなされ、ラマレラ村に自動車

道路ができることになった。 2000年5月に上村と下村を繋ぐ伝統的な階段「グリペJgrIpeが道路

拡張工事で崩壊したことは、村の変化と近代化を象徴している。

2002年8月、 2000年からのプロジェクトである道路建設が完成した。念願であった県都レウオ

レバ町から毎日一往復する定期トラックパス路線がラマレラ上村まで開通し、町への日帰りが可

能となった。これにより、 2003年には長年親しんで、きた定期船航路は廃止された。

2004年に4台に増加した定期トラックパスの普及は伝統的な女性の行商にも大きく影響した。

定期的に出かける山間の行商もトラックパスを利用して行くようになった。何時間もかけて歩い

て行った村はわずか30分ほどで到着するo トウモロコシやバナナが入った荷物を頭上に載せて

山道を歩く姿は消えつつある。便利になった片面、現金を必要とする行商へと変化した。

2005年6月には、夜間のみではあるが国営電力会社による電力の供給が開始され、鯨油ランプ

の夜は消えたo つづく2006年12月には携帯電話の利用が可能となり、交通・電力・通信のイン

フラがほぼ整い、貨幣が必要とされる経済システムへと移行していったo
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捕鯨・漁法の変遷

伝統漁法に変化の兆しが見られたのは、やはり2000年ころからである(江上 2007)。

1999年はラマレラ村が不漁に苦しんだ年であるo その年の8月に6頭目が捕獲されてから2000

年5月の漁期のはじまりまでマッコウクジラはまったく獲れなかった。この状況を救ったのが動

力船(小型船に船外機を搭載したもの)による銘漁であった。その当時村にあった3隻の動力船

で、 2000年初めの休漁期に突取式による〈動力船鈷漁〉でゴンドウクジラ類47頭を捕獲する大

漁となった。これが契機となり、 1995年以来3隻だった動力船が2001年初めには10隻に増加し

た。

[2001年・動力船参加式プレダン捕鯨の導入] 動力船の増加が捕鯨法にも画期的な変化を見せた。

動力船の捕鯨への参加である。 2001年4月29日のラマレラ慣習協議「トプ・ナマ・ファタJtobu 

nama fataで“クジラを捕獲したプレダンを動力船が曳航して帰航した場合には、捕獲した部位

のうち、「キレJkileと呼ばれる胴部の一部を動力船の船主、乗組員に分配されること"が決定
し、プレダン捕鯨への参加が正式に承認された。

マッコウクジラが浮上するのを確認すると、動力船はその場所までプレダンを曳航してクジラ

を追い、捕獲後もプレダンを曳航して村へ帰るという方法で間接的に捕鯨に参加することになっ

た。筆者はこれを〈動力船参加式プレダン捕鯨〉と呼称する。動力船ではマッコウクジラ捕鯨は

できない。船体が小さいこと、転覆時の船外機破損・紛失の危険性などが捕鯨に使用できない理

由であるが、もっとも重大なことはラマレラ村の捕鯨慣習法に違反することである。

[2002年ー動力プレダンの導入] 翌2002年5月8日ラマレラ捕鯨史上画期的な出来事があった。プ

レダンの船尾に着脱式木枠を装着して船外機の搭載を可能としたプレダンの考案、すなわち〈動

力プレダン〉の出現である。プレダン「ジャワ・テナJJava Tene号は船尾の木枠に15馬力の船
外機を搭載して出漁し、浮上したクジラにいち早く追いつき、船外機を外して動力船に移したの

ちマッコウクジラを捕獲した。これ以降、プレダンと動力船の2隻を所有するグループが2隻ベ

アを組んで捕鯨することにより、クジラ捕獲頭数に明らかな差が生じた。

[2004年・動力船錯漁の普及] 2004年には船外機搭載用の固定式木枠「スピJsepiを備えたプレ
ダンが現れた。動力船の総数はプレダンの20隻を上回る21隻に増加した。プレダンのグループ

では、プレダンと専属の動力船の2隻を所有するスタイルが普及するo また、動力船での鈷漁が

普及してプレダンの出漁が激減した年で、プレダンは5月の数週で毎日の出漁を取りやめている。

若者が動力船で出漁したがり、プレダンは最低8人と定められた乗組員の確保が困難になり漁に

出られなくなったのであるo

[2005・2006年田不漁] 2005年はマッコウクジラの年間捕獲頭数わずか5頭という不漁に見舞われ

た。そのほかに動力船鈷漁でシャチを3頭捕獲している。 2006年は1989年以来の深刻な不漁年と

なった。そのほかの鯨類では5月に動力船鈷漁でアカポウクジラを1頭捕獲している。

[2007年ー動力船参加式プレダン捕鯨の普及] 2007年は前年まで2年続きの不漁を打開するべく、

カトリック教会神父の許可を得て、 1月に初めて日曜日出漁での捕獲が実現した。漁期入り翌日

の5月2日には体長18mで頭部の白い、ラマレラ捕鯨史上最大の雄鯨を捕獲し、これ以降年間捕

獲数は43頭という36年ぶりの歴史的な大漁年となった。

この年は環境保護団体の活動が村で活発におこなわれた。アメリカの環境団体 fPhotovoicesJ

が村民にデジタルカメラ50台を6ヶ月間貸して、写真展とセミナーを開催した。同時にWWFイ
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ンドネシアがソロール諸島海域の環境保護活動のための船「コテクラマ」号を活動させた。

[2008年ーパレオ捕鯨に移行] 2008年は一度に複数のクジラがとれて大漁になった。新たな傾向

として、毎日の漁は動力船鈷漁に従事してプレダンは稼働させず、クジラの潮吹きを陸上から目

視したときに「バレオJbaleoの合図がかかり出漁する、バレオ出漁が多くなった。このように
緊急出漁しての捕鯨を筆者は〈パレオ捕鯨〉と称している。また、稼働しているプレダンは約半

数の8隻が動力化した。

[2009年圃動力船流し網漁の導入] 2009年はインドネシアの環境保護活動も活発化して、スラウ

ェシ島のマナド市の「国際海洋会議」において「サウ海海洋保護区Jが政府によって制定された。
漁期に入る直前の4月に大型の網が新たに動力船に導入されて、漁獲効率の大幅な向上が見ら

れた。網漁の技術革新が顕著になり、捕鯨・鈷漁と網漁の併存する新たな時代を迎えた。このこ

とから夜間操業の〈動力船流し網漁〉を主体として、昼は浜で綱具の手入れや補修をしながら、

マッコウクジラの回遊を目視してから出漁する〈パレオ捕鯨〉へと大きく変容する可能性が考え

られる。

マッコウクジラの捕獲頭数

ラマレラ村・でのマッコウクジラの捕獲記録が残されているのは1960年以降である。 1960年か

ら2009年8月までの50年間の年別捕獲頭数は図 1に示しである。記録のない年が6回ありデータ

としては不十分であるが、現在までに887頭のマッコウクジラが捕獲されているo 記録のない6

年を考慮して半世紀でわずか1000頭余りである。これだけの頭数で2000人近い村人の生活が50

年間にわたって成り立ってきた事実は、マン夕.イトマキエイなども捕獲して生きる糧になつて

いるとはいえ、計算上でlはま1頭で

は際立つている。

記録に残されている最多捕獲数は1969年の56頭、次いで、1968年と1971年の43頭で、 43頭の捕

獲数を数えた2007年は歴史に残る大漁の年になった。いっぽう5頭以下という極端な不漁の年も

5岡だけであり、大漁に先立つ2005年と2006年の不漁は際だ、っている。

捕獲頭数

回繍盟問敏

図1 50年間マッコウクジラ捕獲記録 1960・2009
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[1994年-2009年のデータ]

調査を開始した1994年以降の捕獲回数と捕獲頭数の記録は筆者と共同研究者である小島畷太

郎がデータをとり、それにもとづいて漁期別の捕獲回数と捕獲頭数を図2に示した。 16年間の捕

獲回数は150回あり、 323頭が捕獲されている。年間平均捕獲頭数は約20頭、一回の捕鯨機会あ

たりの捕獲頭数は約2頭になる。

40 

m 

漁期別捕獲頭数・回数(1994-2∞9年}

泊期(レファ期}舗fIIIl叡 1鈎繍獲固敏 78

37 
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図2 漁期別マッコウクジラ捕猿記録 1994・2009

ラマレラ捕鯨では船団を組んで一頭のマッコウクジラを捕獲するわけではない。プレダン1隻

で一頭を捕獲することをめざし、一番鈷を打った船に応援を頼まれない場合には他のプレダンは

クジラに手を出すことができない。しかし一般的には、一番鈷を打った船は転覆することも多く、

捕獲確率を上げるために僚船に応援を頼み、 2--3隻で協力して一頭を捕獲することが多い。そ

の場合もクジラ肉の配分を考えてなるべく少ない船数で捕獲することをめざしている。

捕鯨法が動力船でプレダンを曳航してクジラを追う動力船参加式になってからはクジラに接近

できる機会が確実に増加し、群れで行動するクジラにプレダンが同時に接近することから、一回

の捕鯨機会あたりの捕獲頭数が多くなったことが指摘できる。 2007年と2008年は一回あたりの

捕獲頭数が3頭以上に増加しているが、これは〈動力船参加式プレダン捕鯨〉が確立したことを

理由としてあげられる。

[漁期別捕獲頭数] 漁期「レファJLefa期は気象条件が漁に適した5月から9月末頃までであり、

プレダンはほぼ毎日出漁して鈷漁をおこないながら、マッコウクジラが出現する機会を待って捕

鯨に切り替える方式で操業する。このような毎日操業の〈レファ捕鯨〉は2003年まで続いてい

た。気象条件により出漁できない時期は休漁期「バレオ」期であるが、クジラが捕獲できないわ

けではない。マッコウクジラの回遊があって海況がよければ出漁するからである。このような

〈バレオ捕鯨〉は漁期でもおこなわれ、捕獲の確率は高くなっている。

漁期別にみると5月から9月までの漁期には78回の捕獲回数に183頭が捕獲され、 10月から4月

までの休漁期には72回の捕獲回数に140頭が捕獲されている。やはり漁期の捕獲は多く、 l回あ

たりの捕獲頭数も漁期は2.3頭、休漁期は1.9頭と漁期が多くなっている。
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[月別捕獲頭数] 各月日IJの統計Ijgl3を見ると、漁が開始される5月は圧倒的にtlli狼頭数が多く、 全

体の約2制を占めている 。 次いで6月、 7月、 8月のim，の最胤J~J には平均して多く捕獲されている。

いっぽうで9月のif(¥!gj終鰍から10月、 11月が少なく、ついで治則前の2月、 3H、4月が少なくな

っている。1月は 〈パレオ事|ド幅()での主Ii波町l数が多い。

月別捕獲頭数・回数(即時-2醐制

" 
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・繍吸困敏

ω " 
'"期(レファ湖)

国 4本漁矧(パレオ馴〉 休泡蹴〈パレオ崩}

3
 

0
 " 

5・" 
3。

.. 

" 
" 

/e'伺，. 5周 6i! 1 Jl 811 g 11 10)'1 11i! 1211 

図3 月別 マツコウ7ジラ捕獲記録 1994-2009 

現在の船と漁業形態

現在ラマレラ村で使用されている船には伝統帆船のプレダン、動力船、サパンの3種類がある。

プレダンは捕鯨と釘加をおこなっている。プレダン捕鯨は2001年に 〈動力船参加式プレダン

捕鯨〉を導入し、 2008ij'.からは主にパレオ|時に出if(lする 〈ハレオ捕鯨〉に移行しつつある。プ

レダン鈷漁は 2002{1三に {動力プレダン〉を導入した。2009年にはプレダン銘漁そのものが衰

退の兆しをみせている。

!lI)J力船はま目詰(t と流し網漁をおこなっている 。 動力船はプレダンの20隻を上回る 27~主を数える 。

〈動力紛}jTji.((¥)は主にイトマキエイ・イルカ類を獲物にしている。(動力船流し網漁〉は 2009

年4月に新たに操業した。緋l日5インチで大型の網が導入され、夜間操業で主にイ トマキエイを

対象としている。これは従来小舟でおこなっていた流し網漁の綱具の規模を大きくした漁で、漁

獲効率がよく、 このさき釘i.((lから綱引(lに移行する可能性は大きい。

サパンの 〈小舟流し網漁〉は小舟の所有者が個人で、おこなうi切である。昼間操業で主に トビウ

オを対象とした網目1.5インチのものと、夜111]操業で主にイトマキエイを対象とした網目5インチ

ものがおこなわれている。サパンは対象獲物にjfl過すれば銘漁もおこない、 多くの若者が操業し

ている。

おわりに

ラマレラ捕鯨におけるクジラは主食である穀物を手に入れるための資本であり、このため女性

の行隔による物々交換が重要な役割を占め、 111の民との共生関係がなりたっている。こうした山

の氏との共生関係と伝統制i鯨を含めたものがラマレラ抑制l文化である。

伝統制i鯨については、プレダンは2002{Fから導入された船外機搭載の動力プレダンにより手
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漕ぎ帆走から動力化されて錯漁をおこなうが、マッコウクジラ捕鯨では使用できない。手投げ鈷

を使用する突取式の伝統捕鯨、〈プレダン捕鯨〉はまったく変化していない。

いっぽう、 2007年ころから環境保護団体からの圧力や、貨幣経済への移行が加速されるなか

で新たな漁法をも模索している。社会の近代化に伴い、従来の生活必需品購入費・教育費のほか

に動力船の燃料費や行商・市場に通う交通運賃、電気代、通信費などに多くの現金が必要となっ

ている。こうした貨幣経済に移行する中で、 2009年には漁獲効率を求めて鈷漁から網漁へと転

換が図られようとしている。現金化可能な魚種や鮮魚の新たな市場開発も今後の課題としてあげ

られる。

今後は、歴史的に鈷漁しかなかった生き方に網漁が導入され、捕鯨と併存していくことが考え

られる。その場合のプレダン捕鯨は、毎日出漁してクジラを探す〈レファ捕鯨〉からクジラの出

現があって始めて出漁する〈パレオ捕鯨〉のみになる可能が高い。稼働させないプレダンのメン

テナンスも問題となろう o

仮に、将来的にクジラと穀物の交換に貨幣が関わる市場経済へと移行すれば、物々交換により

保持していた山の民との共生関係に変化が生じ、ラマレラ捕鯨文化の主要な部分が変容すること

になる。社会の近代化の流れが急激に押し寄せ、伝統文化が変容していく。貨幣経済への移行に

より世界で唯一残るマッコウクジラ捕鯨文化が変容し、やがては消滅してしまうのか。これから

も村の変化を見守り、ラマレラ捕鯨文化とその歴史を記録にとどめていきたい。
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